
Ⅳ 目指すべき将来像
本県観光の現状や課題等を踏まえ、本県が今後も持続可能な観光地として観光産業が発展し、豊かなとちぎを築いていく

ために目指すべき将来像を次のとおり掲げ、施策を展開していきます。

「訪れてよし、稼いでよし、住んでよし」三方よしの観光立県とちぎ
～観光産業が築く豊かなとちぎ～

【将来像の設定趣旨】

持続可能な観光地として、今後も本県観光産業が発展していくためには、旅行者のみが満足するのではなく、観光関係

事業者も稼ぐことができ、観光地に暮らす地域住民も観光産業を通した地域発展を感じることができる、三方（旅行者、

事業者、地域住民）よしの観光立県を目指していく必要があります。

三方がそれぞれに影響し合い、好循環を生み出すことで、観光産業の「稼ぐ力」をより伸ばし、豊かなとちぎを築いて

いきます。

【イメージ図】

訪れてよし

稼いでよし住んでよし

・観光客の満足度向上
・リピーターの獲得 など

・デジタル技術を活用した経営の合理化・効率化
・宿泊数、消費単価増による観光消費額の増加 など

・観光消費額が上がることで地域が活性化
・交流人口の増加 など

観光産業が築く
豊かなとちぎ

三方よしの観光立県とちぎ
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